5.走査X線による,骨塩量の測定(第595回千葉医学会例会,整形外科例会) by 梅田,透 et al.
〔千葉医学 55，311-318，1979J 
〔学会〕 第595回千葉医学会例会整形外科例会
日 H寺:昭和153{f.12月10日
場 所:千葉大学医学部附属病院第 1講堂 
1. 頚髄に発生した intramedullaryneurinomaの 
1症例 
0加藤義治，伊藤達雄，勝呂徹
(千大)
最近我々は，極めて稀な頚髄に発生した Intram-
edullary neurinomaの1症例を経験したので報告し
た。症例は， 25歳男子。上肢のしびれ感で、初発，約 1年 
2ヶ月の経過中に上肢巧鍛運動障害，歩行障害，排尿障
害と症状は急性増悪した。入院時諸検査にて頚髄髄内腫
療と診断し，脊髄切開により可及的に腫壌を摘出した。
摘出腫療の病理組織学的所見により neurinomaと診断
された。術後 7ヶ月の現在，経過良好にて観察中であ
る。 
2. 原毒症に合併した大腿骨頭部内側骨折の 1症例 
0武内重樹，伊藤達雄，勝呂徹
後藤澄雄(千大)
尿毒症患者には， renalosteodystrophyと総称される
骨変化が生ずることが知られている。我々は尿毒症に合
併した病的大腿骨頚部内側骨折の 1例を経験し， その 
life expancy，life activityの点を考慮し，早期 ADL
の回復を目的に人工骨頭置換術を施行した。本症例は，
病理学，硬組織学的所見より secondaryhyperparathy-
roidismの像を主微とした renalosteodystrophyの複
雑な骨組織像を呈していた。 
3. 	 高度側警と外反膝を伴った metaphyphyseal 
dysostosisの1症例 
0鄭元浩，宮坂斉，後藤澄雄
田中正(千大)
症例は14歳女子，高度脊栓側轡と外反膝を主訴として
来院したが，特徴的なX線像から metaphysealdysos-
tosisと診断された。 また本例ではX線上椎体に原疾患
によると恩われる雲母状の変化を認めた点が特徴的で、あ
る。治療は側轡に対して HarringtonInstrumentation 
十後方固定.外反J]奈に対して頼上骨切り術を行なった。 
4. ALGの力価測定法

一口ゼット形成阻止試験の改良一
 
0木村純(千大〉 
ALGは invivoにおいて主にT細胞の働きによっ
てなされる細胞性免疫反応に著明な影響を及ぼす。 ALG
の invitroでの力価測定法のうち， Bachの提唱した
を再現性のある，test) 1.(R.rosette inhibition test 
より安定した testに改良した。
①従来の補体自体の持つ rosette形成阻止の影響を，
補体の適切な稀釈により除いた。②ヒツジ赤血球を 0.1 
U/mlの neuramin idaseで処理して， rosetteの判定
の再現性を安定化した。test 1.R.を容易にし， 
5. 	 走査X線による，骨塩量の測定 
0梅田透，内山暁，有水昇
桂井浩(千大・放射線科)
日本電子製ダイナミックスキャナを用い， 任意の骨
の，骨塩量を求め，得られた情報を， コンピュータに
て，画像処理を行った。任意の骨の吸収値を Came-
ronの式に代入し，骨塩量を求めた。四肢骨について，
正常例，病変例を表示した。脊椎病変に，吸収曲線によ
る骨塩量，画像表示を試みた。当装置による，特徴は，
低線量走査X線による，骨病変の，定量診断法として，
有効と思われた。 
6. 	 伸張反射の情報処置過程
野口哲夫(千大)
刺激と筋活動電位の聞で、相互相関図を求め，数百回の
刺激を与えると，一定の動揺l陪をもっ相互相関図が求ま
った。これを第一次相関核といい， I隔を相関時間とい
う。この時間は動物実験の結果から， α運動細胞の 
EPSPの頂点時に一致した。ヒトの下腿三頭筋，大腿四
頭筋から相関時間を求めると，前者は約 8msec，後者は
二つあり Tlは約 7msec，T2は約 6msecであった。
虚性マヒ前の大腿四頭筋で、は有意差を以って延長してい
た。
